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【手続補正書】
【提出日】平成27年11月30日(2015.11.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固体リチウムイオン電解質膜を形成する方法であって、
　非晶質、ガラス質または低溶融温度固体反応体を耐火性酸化物反応体と組み合わせて、
混合物を形成する工程と、
　前記混合物をキャストして、グリーンボディを形成する工程と、
　前記グリーンボディを焼結して、固体膜を形成する工程と、
を含んでなることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記非晶質、ガラス質または低溶融温度固体が、リン酸リチウムガラス、リン酸ゲルマ
ニウムガラス、リン酸リチウムアルミニウムガラスおよび結晶化リン酸リチウムアルミニ
ウムセラミックからなる群から選択されることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記非晶質、ガラス質または低溶融温度固体が非晶質リン酸アルミニウムチタンである
ことを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記耐火性酸化物が、酸化チタン、酸化スズおよび酸化ゲルマニウムからなる群から選
択されることを特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記非晶質、ガラス質または低溶融温度固体の平均粒径が０．５マイクロメートル未満
であり、そして前記耐火性酸化物の平均粒径が０．５マイクロメートル未満であることを
特徴とする、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　焼結温度が１１００℃未満であることを特徴とする、請求項１～５のいずれか一項に記
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載の方法。
【請求項７】
　前記膜の密度が、その理論的な密度の少なくとも９５％であることを特徴とする、請求
項１～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　式Ｌｉ１＋ｘ－ｙＭｘＭ’２－ｘ－ｙＭ’’ｙ（ＰＯ４）３（式中、Ｍは３＋イオンで
あり、Ｍ’は４＋イオンであり、Ｍ’’は５＋イオンであり、０≦ｘ≦２および０≦ｙ≦
２である）で表される組成を有することを特徴とする、固体リチウムイオン電解質膜。
【請求項９】
　ＭがＡｌまたはＦｅであり、Ｍ’がＴｉ、Ｓｎ、ＮｂおよびＧｅからなる群から選択さ
れ、かつＭ’’がＮｂであることを特徴とする、請求項８に記載の電解質膜。
【請求項１０】
　前記膜の厚さが２００マイクロメートル未満であることを特徴とする、請求項８または
９に記載の電解質膜。


	header
	written-amendment

